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機構が関心を集めている。本論文では、このようなマルチスレッド機構を、非実時間 OS である UNIX 上で実現する
方法についても述べている。 UNIX では処理に必要な CPU 資源を予約できないため、実際に利用できた CPU 資源を
測定し、アプリケーションに伝えることで、スレッドの周期を調整する方法を提案している。また、デッドラインに











まず、 UNIX 上で動作する移植性の良いマルチスレッド機構の実現法を提案している。 CPU 依存性が高いスタック
ポインタの設定などの処理を C言語とシステムコールだけを用いて行う方法を考案して実装し、それにより、マルチ





する方法をファイル 1/0 に適用した結果、1/0 時間の大半(例えばローカルディスクへの 8K バイト書き込み時で80%
以上の時間)を他のスレッドが利用できること、 1/0 完了時間は多少増えるが実用範囲内に収まっていることを確認し
ている。
次に、非実時間 OS である UNIX 上で、可能な限り時間制約を満たしながら動作する実時間マルチスレッド機構の
実現法について検討し、そのプロセスで実際に使用できた CPU 時間を測定してそれに基づいてスレッド周期を制御
する方法を提案している。この方式により他プロセスの影響下でも安定したスケジューリングが可能なことを確認し
ている。また、デツドライン時間順にスケジューリングを行なう方式も実装し、時間拡張 LOTOS コンパイラへ適用
して、実装した実時間スレッド機構の有用性を示している。
さらに、単一のスレッドとして実行されることを想定している既存のプログラムコードを、複数のスレッドから利
用できるようにするための方法を提案している。それにより、既存の膨大なプログラムコード群を、マルチスレッド
プログラムから容易に利用することが可能となる。また、複数のプロセスで構成された既存のアプリケーションを、
容易にマルチスレッド化する方法も提案している。マルチスレッド化することにより、アプリケーションの実行速度
を向上させることができる。実際にこの方法を用いて UNIX のシェルパイプラインをマルチスレッド化することで、
速度が向上することを確認している。
以上の研究成果は、マルチスレッドに関する技術の発展に貢献しており、本論文は博士(工学)論文として価値あ
るものと認める。
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